
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 ９ 月２ ９ 日 第６ 号 

きずな 

今年度の重点目標 

「学ぶ楽しさを感じ、課題を主体的に 

取り組み変容する児童の育成」 

合言葉 

★一歩前進、プラスワンで進化しよう 

絆 
明徳小学校 学校だより 

                色とりどりの秋 

校長   山  下 礼 子  

木々の葉が少しずつ色づきはじめ、秋らしい風景が広がってきました。実りの秋、スポーツの

秋、読書の秋、食欲の秋・・・。それぞれの秋を楽しみながら、子どもたちの笑顔や頑張りもま

た色とりどりに輝いています。 

こども相撲大会では、勝ちたい気持ちを胸に、「やり抜く」「自分ら 

しく挑戦する」「強みを生かす」を意識しながら、全力でぶつかり合う 

姿が見られました。特に高学年では、技を生かした、手に汗握る白熱し 

た取組が多く、応援する側も力が入りました。低学年では、気持ちが前 

に出てなかなか勝負がつかない場面や、悔しさから涙を流す姿もありま 

したが、そんな友達に駆け寄って励ます子どもたちの姿に、明徳らしい 

優しさと温かさを感じました。そして、保育所の園児の可愛らしい取組では会場が笑顔に包まれ、

子どもたち一人一人の挑戦や個性が織りなす、まさに色とりどりの時間となりました。 

スタミナタイム「朗根内ミニマラソン」では、それぞれが目標を掲げ、苦しくても最後まで走

り切ろうと、自分との闘いに挑んでいました。回を重ねるごとに自分のタイムが縮まったと喜ん

でいる子も多く、まさに一歩一歩の前進が見られました。気温が高い日には、熱気で顔を赤く上

気させ、汗を拭いながら走り抜ける姿もあり、その頑張りがしっかり報われていることを感じま

した。グラウンドの木々も少しずつ赤や黄色に色づき子どもたちの成長とともに、明徳小の秋も

本当に色とりどりに広がっています。 

 

先日閉幕した世界陸上大会では、２００を超える国や地域の選手たちが参加し、大きな感動を

届けてくれました。中でも、女子競歩で藤井菜々子選手が日本人初のメダルを獲得した場面は、

多くの人の胸を打ちました。藤井選手は、８月に急逝した恩師に、「このメダルを捧げたい」と

いう強い思いを語っていました。あきらめずに歩み続け、恩師への感謝の気持ちを力に変えたそ

の姿勢に、最後まで挑戦する大切さを教えられました。 

明徳の子どもたちには、この秋も、「元気にそして主体的に」様々な活動に取り組み、その中

で一歩前進し、さらにプラスワンで進化してほしいと願っています。その成長を見守り、励まし 

    てくださる保護者・地域の皆様に心から感謝申し上げます。学校と 

家庭、地域が共に力を合わせながら、子どもたちが自分らしく挑戦 

し続けられる、色とりどりの秋、実り多き秋にしていきたいと思い 

ます。 

結びになりますが、秋の環境整備作業や再生資源回収への皆様の 

ご支援・ご協力に心より感謝申し上げます。ありがとうございまし 

た。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

    

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

１日（水）全校朝会 
２日（木）校舎外清掃 
３日（金）ふるさと学習５年 
７日（火）総合｢カレーづくり｣ 
８日（水）読み聞かせ 
９日（木）職員会議 

１０日（金）児童総会 
１３日（月）スポーツの日 
１５日（水）特支保護者面談週間（21日まで） 
１６日（木）出前授業６年  

 

 
１７日（金）児童会 親子防犯教室 
２２日（水）楽しい明徳プロジェクト 
２３日（木）クラブ 
２４日（金）研修 学校教育指導訪問 
２７日（月）学習発表会特別時間割開始 
２９日（水）学習発表会係活動 

PTA三役会議 18:00 
３０日（木）英検６年 
３１日（金）サイパル実験教室 

１０月 行事予定 

楽しい明徳プロジェクト ～鈴木佳由さんと～ 

８日（月）、鈴木佳由さんと、３回目の授業を行いました。この日は子どもたちの 
｢言葉｣を使って、みんなで詩を作りました。｢明徳小学校｣｢今日｣｢明日｣などの言葉を 
テーマにした素敵な詩ができあがりました。学習発表会で披露する予定です。次回は 
１０月２２日（水）に行います。この学習の名称は｢楽しい明徳プロジェクト｣と決定しました。 

1日防災学校  ～救命のカギは・・・～ 

２日（火）、授業の中に防災要素を取り入れ、様々な防災について学ぶ、１日防災学校を行いました。１
時間目は地震への対処法を学ぶ、シェイクアウト訓練、中休みは児童への予告なしでの避難訓練（地震）、
３校時は町の防災アドバイザーによる防災教室（防災に対する備えやダンボールベッド作り）、４校時は命
の授業（２～４年生は防災カルタによる災害への対処について、５、６年生は消防 
職員による救命講習）を行いました。救命講習では消防署の方から｢救命のカギはそ 
の場所にいるみなさん｣と教えてもらいました。教室で水正先生が倒れたことを想定 
し、子どもたちが水正先生を救うための救命に真剣に取り組んでいました。（子ども 
たちの必死の救命活動によって水正先生は助かりました。）防災教室では明徳小学校 
が避難所になった時の写真も見せていただきました。いつ、どこで、何が起こるのか 
が分からないのが災害です。そんな時のための大切な学習になりました。 

スポーツ教室 ～士別サムライブレイズ～ 

 ９日（火）、野球チーム「士別サムライブレイズ」のみなさんを招いて、スポーツ教室を行い、｢走り方｣
と｢投げ方｣を教えてもらいました。さすが、日頃から野球で鍛えているみなさんによる指導は、専門的なも
のでした。子どもたちは意欲的に楽しく、学んでいました。学校評価で、｢運動｣に関す 
る項目に課題があります。学校としても｢どうすれば子どもたちが楽しく運動できるか｣ 
を考えてきました。そして今回、｢士別サムライブレイズ｣さんを招いて、スポーツ教室 
を行う機会を得、｢運動の楽しさを少しでも感じるきっかけになれば｣とスポーツ教室を 
行いました。最後に運動場の端から端までの遠投のキャッチボールを見せてもらいまし 
た。子どもたちは｢すごい！！｣と目を輝かせていました。 

公衆電話使えますか？  

 今月の保健室前の掲示は｢みんなの命を守る 
救急・防災｣がテーマです。その中に公衆電話 
から｢110｣や｢119｣に電話する方法が公衆電話の模型（手作
り）と共に掲示されています。｢公衆電話かけたことある？｣
と子どもたちに聞くとほとんどの子が｢かけたことがない｣と
のことでした。救急・防災に限らず、公衆電話を使わなけれ
ばならない場面があるかもしれません。もしもの時のために
公衆電話を使ってみてはどうでしょうか？ 

人権教室 

３日（水）、２年生で人権 
擁護委員の方を招いて、人権教室を行い
ました。紙芝居をとおして、｢いじめ｣や
｢友だち｣について考えました。また、｢困
ったことがあれば誰かに相談することが
大切｣と教わりました。自分の人権と共に
周りの人の人権も考えられるような明徳
っ子に育ってほしいと思います。 

ヒグマに関するニュースが頻繁に報道されています。明徳小学校付近でも毎年、ヒグマの目
撃情報があります。8/22～10/31 まで｢秋のヒグマ注意特別期間｣となっています。学校で
も注意を呼びかけていますが、家庭でも注意をお願いします。 


